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さいたま市 
子どもの生活状況等に関する調査 

・・・ 保護者用 ・・・ 
 

日頃より、市政にご協力いただきありがとうございます。 

さて、厚生労働省が実施する国民生活基礎調査によると、「子どもの相対的貧困率」

は上昇傾向にあり、平成 24 年（2012 年）には過去最高の 16.3％を記録しまし

た。子どもの貧困は、健康、学力、意欲、自己肯定感、進学、就職などさまざまな

面で人生の長期間にわたり影響を及ぼすことが懸念され、その対策については、全

国的に取り組まなければならない課題となっています。 

本市においても、子どもの貧困対策に関する施策や、次代を担う子どもや青少年

の健全な成長を支える各種施策を総合的に進めるため、このたび、現状を把握する

ためのアンケート調査を実施することといたしました。 

お忙しいところ恐れ入りますが、アンケート調査の趣旨をご理解いただき、ご協

力いただきますようお願いいたします。 

令和４年●月 

            さいたま市長 清水 勇人   

  ～ 回答にあたってのお願い ～ 

 

■今回の調査は、住民基本台帳の中から、令和●年●月●日現在の年齢が５歳、１０歳、１３歳、

１６歳の方がいる世帯と、行政の支援を受けていて、令和●年●月●日現在の年齢の年齢が９歳

から１７歳の方がいる世帯を無作為で抽出し、調査のご協力をお願いするものです。また、調査

票は各支援の所管課の協力のもと発送しています。 

■この調査は、現在の状況について、封筒の宛名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

■質問文を読み、あてはまる選択肢の番号を○で囲んでください。 

■回答数の指示がありますので、よく読んでお答えください。 

■その他の（ ）内や自由意見については、ご自身の考えや意見をご記入ください。 

■黒または青のボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

■調査票や返信用封筒に、住所や氏名を記入する必要はありません。また、回答内容から個人が特

定されることは絶対にありません。 

■記入済みの調査票は、●月●日（●）までに、この保護者用の調査票と、お子さんが回答した調

査票の入った「子ども用封筒」を返信用封筒にまとめて入れ、郵便ポストに投函してください。

（切手は不要です。） 

お問い合わせ 

〒３３０－９５８８ さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号 

さいたま市子ども未来局子育て支援政策課企画係 

電話 ０４８－８２９－１９０９（直通） FAX ０４８－８２９－１９６０ 

検討中 
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問１ お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお答えくださ

い。         （○は１つ） 

※この調査で「お子さん」とは、調査対象となる中学２年生のお子さんのことをいいます。以下同じ。 

 

問２ 現在のお住まいの区について教えてください。    （○は１つ） 

１．西区 

３．大宮区 

５．中央区 

７．浦和区 

９．緑区 

２．北区 

４．見沼区 

６．桜区 

８．南区 

10．岩槻区 

 

問３ お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の人数（お子さんを含む）を教えてください。

単身赴任中の方は含めないでください。 

ご家族の人数 人 

 

問４ お子さんの親の現在の状況を教えてください。   （〇は１つ） 

１．結婚している（再婚や事実婚を含む） 

３．死別 

５．いない、わからない 

２．離婚 

４．未婚 

 

 

問５ 前問で「２ 離婚」を選んだ場合、離婚相手と子供の養育費の取り決めをしていますか。 

また養育費を現在受け取っているか教えてください。   （〇は１つ） 

１．取り決めをしており、受け取っている 

３．取り決めをしているが、受け取っていない 

２．特に取り決めはしていないが、受け取っている 

４．取り決めをしておらず、受け取っていない 

 

問５ 宛名のお子さんが現在通っている教育・保育施設等を教えてください。  （○は１つ） 

１．未就園児である 

３．幼稚園 

５．小学校 

７．高等学校 

９．通学していない（※未就園児を除く） 

11．わからない 

２．保育所 

４．認定こども園 

６．中学校 

８．高等専門学校、専門学校等 

10．その他（               ） 

 

 

問６ 問５で「９」（通学していない）と答えた方のみお答えください。宛名のお子さんの最終学歴を

教えてください。        （○は１つ） 

１．中学校卒業 

３．その他 

２．高等学校中退 

 

 

１．母親（継母を含む） 

３．祖父母 

２．父親（継父を含む） 

４．その他 
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問７ 宛名のお子さんの健康状態はいかがですか。     （○は１つ） 

１．よい 

３．あまりよくない 

５．わからない 

２．まあよい 

４．よくない 

 

 

問８ 宛名のお子さんの障害等の有無について教えてください。   （○は１つ） 

１．特にない ２．身体障害 

３．知的な遅れ ４．発達障害 

５．その他（               ） ６．わからない 

 

問９ 宛名のお子さんの食事についておたずねします。 

（１）お子さんは週にどれくらい朝食をとっていますか。    （○は１つ） 

１．毎日・ほぼ毎日食べる 

３．ほとんど食べない 

２．週に３、４日食べる 

４．わからない 

（２）（１）で「２」（週に３、４日食べる）または「３」（ほとんど食べない）と答えた方におたずね

します。お子さんが朝食をとらない主な理由を教えてください。  （○は１つ） 

１．時間がない 

３．食べる習慣がない 

５．その他 

２．子どもが、おなかが空いていないと言う 

４．経済的な理由で用意できない 

（３）お子さんはお休みの日（夏休みなど長いお休みも含む）に昼食をとっていますか。 （○は１つ） 

１．毎日・ほぼ毎日食べる 

３．ほとんど食べない 

２．２日に１日くらいは食べる 

４．わからない 

（４）（３）で「２」（２日に１日くらいは食べる）または「３」（ほとんど食べない）と答えた方にお

たずねします。宛名のお子さんが昼食をとらない主な理由を教えてください。 （○は１つ） 

１．時間がない 

３．食べる習慣がない 

５．その他 

２．子どもが、おなかが空いていないと言う 

４．経済的な理由で用意できない 

（５）お子さんは週にどれくらい夕食をとっていますか。    （○は１つ） 

１．毎日・ほぼ毎日食べる 

３．ほとんど食べない  

２．週に３、４日食べる 

４．わからない 

（６）（５）で「２」（週に３、４日食べる）または「３」（ほとんど食べない）と答えた方におたずね

します。お子さんが夕食をとらない主な理由を教えてください。  （○は１つ） 

１．時間がない 

３．食べる習慣がない 

５．その他 

２．子どもが、おなかが空いていないと言う 

４．経済的な理由で用意できない 

（７）お子さんはおうちの大人と一緒に夕食をとっていますか。   （○は１つ） 

１．毎日・ほぼ毎日食べる 

３．ほとんど食べない 

２．週に３、４日食べる 

４．わからない 
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（８）（７）で「２」（週に３、４日食べる）または「３」（ほとんど食べない）と答えた方におたずね

します。お子さんだけで食事をするとき、何をよく食べていますか。  （○は１つ） 

１．買ってきた弁当、おにぎり、パンなど 

３．子どもが自分で作ったもの 

５．あまり決まっていない 

２．親や兄弟姉妹が作ったもの 

４．外食 

６．わからない 

（９）（７）で「２」（週に３、４日食べる）または「３」（ほとんど食べない）と答えた方におたずね

します。お子さんだけで食事をする主な理由を教えてください。  （○は１つ） 

１．保護者が働いていて帰宅が遅いから ２．保護者が夜間、仕事で不在となるから 

３．子どもが部活動・クラブ活動、塾・習い事、仕事で帰宅が遅くなるから 

４．保護者が育児や介護で忙しいから ５．子どもが一緒に食べたがらないから 

６．その他（                                      ） 

 

問 10 宛名のお子さんが学校に行っている方におたずねします。宛名のお子さんの学習の理解度はどの

くらいですか。        （○は１つ） 

１．十分理解している 

３．普通 

５．まったく理解していない 

２．まあ理解している 

４．あまり理解していない 

６．どちらともいえない・わからない 

 

問 11 宛名のお子さんが小学生以上の方におたずねします。宛名のお子さんはこれまで、次のいずれか

の理由で年間３０日以上学校に行けない状態になったことはありますか。 （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ある（あった） ２．ない（なかった） 

 

問 12 あなたは、宛名のお子さんの進学について、どこまで希望されていますか。（○は１つ） 

１．中学校 

３．高等専門学校、短大、専門学校 

５．大学院 

７．特に希望はない 

２．高等学校 

４．大学 

６．その他（               ） 

 

 

問 13 あなたは、宛名のお子さんの進学について、現実的に見てどの段階まで進学すると思いますか。

（○は１つ） 

１．中学まで 

３．短大・高専・専門学校まで 

５．まだわからない 

２．高校まで 

４．大学またはそれ以上 

 

【学校に行けない（行かない）理由】 

・いじめを受けているため        ・学校の友だちや先生との人間関係 

・授業がわからないなど、いじめや人間関係以外の学校に関すること 

・遊ぶためや非行グループに入っているため 

・学校へ行く意思があるが、身体の不調（病気やけがを除く）のため 

・漠然とした不安があるため       ・学校へ行くことに疑問を感じているため 

・無気力                ・経済的理由 
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問 14 問 12 と問 13 が異なる方におたずねします。その理由について教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもが希望しているから 

３．子どもの学力から考えて妥当
だ と う

だと思うから 

５．他の家族の理解が得られないから  

７. 特に理由はない 

２．一般的な進路だと思うから 

４．経済的な余裕がないから 

６．その他（               ） 

 

問 15 あなたが宛名のお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間は、平日と休日それ

ぞれ１日あたりどれくらいですか。     （それぞれ○は１つ） 

平日 休日 

１．０～３０分未満 

２. ３０分～１時間未満 

３. １時間～２時間未満 

４. ２時間～３時間未満 

５. ３時間以上 

１．０～３０分未満 

２. ３０分～１時間未満 

３. １時間～２時間未満 

４. ２時間～３時間未満 

５. ３時間以上 

 

問 16 宛名のお子さんのことについて、現在悩んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもに対するしつけや教育に自信が持てない 

２．子どもに対するしつけや教育について、相談する相手がいない 

３．配偶者が子育てにあまり協力してくれない 

４．配偶者と子育てのことで意見が合わない 

５．配偶者以外で子育てに協力してくれる人がいない 

６．子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない 

７．子どもが勉強しない 

８．子どもの進学や受験のことが心配である 

９．子どもの就職のことが心配である 

10．子どもが反抗的で、なかなか言うことを聞かない 

11．子どもが何事に対しても消極的である 

12．子どもが良い友人関係を持てない 

13．子どもの身体の発育や病気が心配である 

14．子どもの非行や問題行動が心配である 

15．子どもの教育費のことが心配である 

16．子どもに家事や家族の世話なども日常的に行わせている 

17．子どもに十分な食事や栄養を与えることができていない 

18．その他（                                     ） 

19．特に悩みはない 
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問 17 宛名のお子さんにとって、現在または将来的に、どのような支援があるとよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．保護者が家にいないときに子どもを預かる場やサービスの提供 

２．低い家賃で住めるところ（寮や下宿のようなところ） 

３．生活や就学のための経済的補助 

４．進路や生活などについてなんでも相談できるところ 

５．仲間と出会え、一緒に活動できるところ 

６．自然体験や集団遊びなど、多様な活動機会の提供 

７．地域における子どもの居場所の提供 

８．読み書き計算などの基礎的な学習への支援 

９．進学のための発展的な学習への支援 

10．会社などでの職場体験等の機会 

11．仕事に就けるようにするための就労に関する支援 

12．その他（                                     ） 

13．特にない 

14．わからない 

 

問 18 お子さんの親の最終学歴（卒業した学校）は次のうちどれですか。 （それぞれ○は１つ） 

あなた  あなたの配偶者 

１．中学（中学部）まで  １．中学（中学部）まで 

２．高校（高等部）まで  ２．高校（高等部）まで 

３．短大・高専・専門学校（専攻科）まで  ３．短大・高専・専門学校（専攻科）まで 

４．大学またはそれ以上  ４．大学またはそれ以上 

５．いない、わからない  ５．いない、わからない 

 

問 19 あなたとあなたの配偶者は、次のような経験をしたことがありますか。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

あなた 

 あなたの配偶者 

※問4で「１」（結婚している（再婚や事実婚を

含む））と答えた方のみ 

１．両親が離婚した（未婚も含む）  １．両親が離婚した（未婚も含む） 

２．成人する前に母または父が亡くなった  ２．成人する前に母または父が亡くなった 

３．成人する前の生活は経済的に困っていた  ３．成人する前の生活は経済的に困っていた 

４．親から虐待されていたことがある  ４．親から虐待されていたことがある 

５．親と疎遠になっている（なっていた）  ５．親と疎遠になっている（なっていた） 

６．親の介護が負担となっている（なっていた）  ６．親の介護が負担となっている（なっていた） 

７．いずれも経験したことがない  ７．いずれも経験したことがない 

  ８．わからない 
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問 20 お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。（それぞれ○は１つ） 

あなた  あなたの配偶者 

１．正社員・正規職員・会社役員  １．正社員・正規職員・会社役員 

２．嘱託・契約社員・派遣職員  ２．嘱託・契約社員・派遣職員 

３．パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員  ３．パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 

４．自営業（家族従事者、内職、自由業、 

フリーランスを含む） 

 ４．自営業（家族従事者、内職、自由業、 

フリーランスを含む） 

５．働いていない（専業主婦／主夫を含む）  ５．働いていない（専業主婦／主夫を含む） 

６．いない、わからない  ６．いない、わからない 

 

 

問 21 現在、仕事をしている方におたずねします。あなたとあなたの配偶者は、現在、複数の仕事を掛

け持ちしていますか。（それぞれ○は１つ） 

あなた 

 あなたの配偶者 

※問4で「１」（結婚している（再婚や事実婚を

含む））と答えた方のみ 

１．していない  １．していない 

２．している  ２．している 

 ３．わからない 

 

 

問 22 現在、仕事をしている方におたずねします。あなたとあなたの配偶者の現在の仕事の勤務時間な

どについて教えてください。複数の仕事をお持ちの方は、その仕事を含めて教えてください。 

  

あなた 

あなたの配偶者 

※問4で「１」（結婚して

いる（再婚や事実婚を含

む））と答えた方のみ 

※わからない場合は空欄 

(1) １週間あたりの平均就業時間 平均     時間 平均     時間 

(2) 仕事のため家を出る時間 

※最も多い時間帯をお書きください。 
午前・午後  時台 午前・午後  時台 

(3) 仕事からの帰宅時間 

※最も多い時間帯をお書きください。 
午前・午後  時台 午前・午後  時台 

(4) 土曜日の出勤 ある ・ ない ある ・ ない 

(5) 日曜日の出勤 ある ・ ない ある ・ ない 

(6) 祝日の出勤 ある ・ ない ある ・ ない 
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問 23 問 20 で「５」（働いていない）と答えた方におたずねします。 

あなたとあなたの配偶者は、今、働きたいと思いますか。（それぞれ○は１つ） 

あなた 

 あなたの配偶者 

※問4で「１」（結婚している（再婚や事実婚を

含む））と答えた方のみ 

１．今すぐ働きたい  １．今すぐ働きたい 

２．今は働けないがそのうち働きたい  ２．今は働けないがそのうち働きたい 

３．働きたいと思わない  ３．働きたいと思わない 

 ４．わからない 

 

問 24 問 20 で「５」（働いていない）と答えた方におたずねします。 

働いていない最も主な理由を教えてください。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

あなた  あなたの配偶者 

１．働きたいが、希望する条件の仕事が 

ないため 

 １．働きたいが、希望する条件の仕事が 

ないため 

２．子育てを優先したいため  ２．子育てを優先したいため 

３．家族の介護・介助のため  ３．家族の介護・介助のため 

４．自分の病気や障害のため  ４．自分の病気や障害のため 

５．通学しているため  ５．通学しているため 

６. その他の理由  ６. その他の理由 

 

問 25 問 23 で「２」（今は働けないがそのうち働きたい）、「３」（働きたいと思わない）と答えた方に

おたずねします。どのような状況になれば働きたい（働く）と思いますか。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

あなた 

 あなたの配偶者 

※問4で「１」（結婚している（再婚や事実婚を

含む））と答えた方のみ 

１．子どもの保育の手だてができたら  １．子どもの保育の手だてができたら 

２．子どもが小学校に入学したら  ２．子どもが小学校に入学したら 

３．条件のあう仕事が見つかったら  ３．条件のあう仕事が見つかったら 

４．子育てなどが落ち着き時間に余裕が 

できたら 

 ４．子育てなどが落ち着き時間に余裕が 

できたら 

５．学校や職業訓練などが終了したら  ５．学校や職業訓練などが終了したら 

６. 仕事に必要な資格や技能を身に付けたら  ６. 仕事に必要な資格や技能を身に付けたら 

７．家族の介護が落ち着いたら  ７．家族の介護が落ち着いたら 

８．子どもの問題（健康など）が解決したら  ８．子どもの問題（健康など）が解決したら 

９．自分の問題（健康など）が解決したら  ９．自分の問題（健康など）が解決したら 

10. 生活に困ったら  10．生活に困ったら 

11. どのような状況になっても働きたくない  11. どのような状況になっても働きたくない 

12．その他（               ）  12. その他（               ） 

 13．わからない 
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問 26 あなたの世帯で収入のある方の人数を教えてください。           人 

 

問 27 あなたの世帯では、昨年１年間（平成 28 年 1 月 1 日～12 月 31 日の期間）で、次のような所得

はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．児童手当 

３．児童扶養手当 ※２ 

５．生活保護 

７．公的年金（遺族年金、障害年金） 

９．元配偶者からの養育費 

２．就学援助制度 ※１ 

４．障害や難病の手当 ※３ 

６．公的年金（老齢年金） 

８．雇用保険（失業保険） 

10. 該当なし 

※１「就学援助制度」とは、経済的な理由により、就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対して、学用品費などの

費用の一部を援助する制度です。  

※２「児童扶養手当」とは、父又は母と生計を同じくしていない 18 歳到達後最初の年度末までの児童（児童に政令で定

める程度の障がいがある場合は 20 歳未満の児童）を監護しているひとり親家庭の母又は父等に支給される手当です。

15 歳までを対象とした「児童手当」とは異なります。 

※３ 障害や難病を対象とした手当には、特別児童扶養手当、障害児福祉手当、重度障害者介護手当などがあります。 

 

問 28 あなた、あなたの配偶者、世帯の昨年（平成 28 年）の年収と可処分所得（手取り）は大体いく

らですか。 

 

あなた 

あなたの配偶者 

※問 4で「１」（該当し

ない）と答えた方のみ 

世帯全体 

年収    ※１ 約       万円 約       万円  

可処分所得 ※２ 約       万円 約       万円 約       万円 

※１「年収」とは、働いて得た給料や賞与（税込）のほか、株式配当などの副収入、公的な手当、養育費、仕送りを含め

た額です。 

※２「可処分所得」（手取り）とは、「年収」から所得税、住民税、固定資産税、社会保険料、年金保険、介護保険料など

を差し引いた額です。 

 

 

問 29 あなたの世帯では、次のような借入金はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．住宅の新築・増築や土地の購入に関する借入金 

２．車の購入に関する借入金 

３．子どもの教育に関する借入金（返済が必要な奨学金も含む） 

４．あなたやあなたの配偶者の教育や就労に関する借入金 

５．生活必需品に関する借入金 

６．趣味や娯楽に関する借入金 

７．その他 

８．借入金はない 
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問 30 問 29 で「１」から「７」に〇をつけた方におたずねします。 

その借入金は、どこで借りていますか。   （あてはまるものすべてに○） 

１．銀行 ２．銀行以外の金融機関 

３．勤め先 ４．親族・知人・友人 

５．自治体（県や市など） ６．財団法人などの法人・団体 

７．その他（               ）  

 

問 31 あなたの世帯では、過去１年間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになったことが

ありましたか。      （あてはまるものすべてに○） 

１．電気料金 

２．ガス料金 

３．水道料金 

４．いずれもない 

 

問 32 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。   （○は１つ） 

１．大変ゆとりがある 

３．普通 

５．大変苦しい 

２．ゆとりがある 

４．苦しい 

 

 

問 33 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないこと

がありましたか。ただし、嗜好品は含みません。   （あてはまるもの１つに○） 

１．よくあった 

２．ときどきあった 

３．まれにあった 

４．まったくなかった 

 

問 34 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないこと

がありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。 

（あてはまるもの１つに○） 

１．よくあった 

２．ときどきあった 

３．まれにあった 

４．まったくなかった 
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問 35 次の(1)～(5)の質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。 

((1)～(6)について、それぞれ○は１つ) 

 

 

いつも たいてい ときどき 少しだけ 
まったく 

ない 

(1) 神経過敏に感じた １ ２ ３ 4 5 

(2) 絶望的だと感じた １ ２ ３ 4 5 

(3) そわそわ、落ち着かなく感じた １ ２ ３ 4 5 

(4) 気分が沈み込んで、何が起こって

も気が晴れないように感じた 
１ ２ ３ 4 5 

(5) 自分は価値のない人間だと感じ

た 
１ ２ ３ 4 5 

 

問 36 あなたとあなたの配偶者の現在の健康状態はいかがですか。  （それぞれ○は１つ） 

あなた 

 あなたの配偶者 

※問4で「１」（結婚している（再婚や事実婚を

含む））と答えた方のみ 

１．よい  １．よい 

２．まあよい  ２．まあよい 

３．あまりよくない  ３．あまりよくない 

４．よくない  ４．よくない 

  ５．わからない 

 

問 37 あなたは、不安やイライラなどの感情を子どもに向けてしまうことがありますか。（○は１つ） 

１．よくある ２．時々ある 

３．ない・ほとんどない  

 

 

問 38 あなたには、ストレスを解消する趣味や機会がありますか。   （○は１つ） 

１．あり、いまも楽しんでいる ２．あるが、いまは楽しむ余裕や時間がない 

３．ないが、ストレスを解消できている ４．なく、ストレスを解消できていない 
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問 39 新型コロナウイルス感染症の拡大により、あなたの生活はどのように変わりましたか。 

（(1)～(6)について、それぞれ○は１つ） 

 

 

増えた 減った 
変わら 

ない 

(1) 世帯全体の収入の変化 １ ２ ３ 

(2) 生活に必要な支出の変化 １ ２ ３ 

(3) お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないこと １ ２ ３ 

(4) お子さんと話をすること １ ２ ３ 

(5) 家庭内で言い争ったり、もめごとが起こること １ ２ ３ 

(6) あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと １ ２ ３ 

 

問 40 あなたの地域との交流、活動状況についておたずねします。  （それぞれ○は１つ） 

  積極的に 

している 

ときどき 

している 

ほとんど 

していない 

(1) 自治会活動、子ども会活動、ＰＴＡ活動 １ ２ ３ 

(2) 地域のスポーツ・文化活動 １ ２ ３ 

(3) 上記以外の地域活動 １ ２ ３ 

 

問 41 あなたには心おきなく相談できる人はいますか。    （○は１つ） 

１．相談できる相手がいる 

３．相談相手はいないし、必要ない 

２．相談相手がいないので、ほしい 

 

 

問 42 問 41 で「１」（相談できる相手がいる）、「２」（相談相手がいないので、ほしい）と答えた方に

おたずねします。相談相手は誰ですか。また誰に相談したいですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．配偶者 

３．子ども 

５．近所の人 

７．学校の先生 

９．自治会や民生委員などの地域の人 

11．民間団体やボランティアの人 

13．その他（              ） 

２．親・親族 

４．友人・知人 

６．職場の人 

８．保育所、幼稚園、認定こども園の先生 

10．カウンセラーなど専門家 

12．市役所など公的機関の職員 
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問 43 あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。 

（(1)～(6)ついて、それぞれ○は１つ） 

また、「３ 利用したことがない」場合、その理由は何ですか。 

（①～⑤について、それぞれ○は１つ） 

 

 

(1) 就 学

援助  

※１ 

(2) 生 活

保護  

※２ 

(3) 生 活

困窮者の

自立支援

相談窓口 

※３ 

(4) 児 童

扶養手当  

※４ 

(5) 母 子

家庭等就

業・ 

自立支援

センター 

※５ 

現在利用している １ １ １ １ １ 

現在利用していないが、以前利用したこ

とがある 
2 2 2 2 2 

利用したことがない 3 3 3 3 3 

 制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから 
  ①  ①   ①  ①  ① 

利用はできるが、特に利用し

たいと思わなかったから 
  ②  ②   ②  ②  ② 

利用したいが、今までこの支

援制度を知らなかったから 
  ③  ③   ③  ③  ③ 

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくい 

から 

  ④  ④   ④  ④  ④ 

それ以外の理由   ⑤  ⑤   ⑤  ⑤  ⑤ 

 

（参考） 

※１ 就学援助：経済的理由により子供の就学が困難な場合に、学用品費等を補助する制度。 

※２ 生活保護：病気や失業などにより生活費等に困り、他に方法がないときに一定の援助が受けられ

る制度。 

※３ 生活困窮者の自立支援相談窓口：お金、仕事、住宅など、様々な課題を抱えた生活に困窮する方

のための相談窓口。専門の支援員が具体的な支援プランを作成し、課題の解決に向けた支援を行

う。 

※４ 児童扶養手当：所得が一定水準以下のひとり親世帯の生活支援のための手当。（児童手当とは異

なります。） 

※５ 母子家庭等就業・自立支援センター：ひとり親の方が、仕事探しに関する相談や講習を受けられ

る支援センター。養育費の取り決めなどに関する相談も受けられる。 

 

  

３
に
〇
を
つ
け
た
場
合
、 

①
～
⑤
の
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
に
○ 
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問 44 あなたが現在必要としていること、重要だと思う支援等はどのようなものですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どものことや生活のことなど悩みごとを相談できること 

２．同じような悩みを持った人同士で知り合えること 

３．離婚のことや養育費のことなどについて専門的な支援が受けられること 

４．病気や障害のことなどについて専門的な支援が受けられること 

５．就職のための支援が受けられること 

６．住宅を探したり住宅費を軽減したりするための支援が受けられること 

７．病気や出産、事故などの事情があったときに一時的に子どもを預けられること 

８．子どもの就学にかかる費用が軽減されること 

９．子どもが受けられる無料（低額）の学習支援制度 

10．子どもの居場所づくり 

11．一時的に必要となる資金を借りられること 

12．ストレスを発散できる場所、機会が提供されること 

13．その他（                                     ） 

14. 特にない 

 

問 45 あなたが、必要な支援を受けられるようにするために重要だと思うことを教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．行政等のホームページで福祉制度や支援策等に関する情報をわかりやすく掲載する 

２．携帯電話・スマートフォンでみられる、福祉制度や支援策等に関する情報サイト等を充実させる 

３．メールマガジンやＳＮＳ等で定期的に福祉制度や支援策等の情報を発信する 

４．広報誌やパンフレットの福祉制度や支援策等に関する情報を充実させる 

５．相談窓口等の数を多くする 

６．相談窓口等の場所をわかりやすくする 

７．相談窓口等を行きやすい雰囲気にする 

８．休日や夜間でも対応している相談窓口等を増やす 

９．保育所、幼稚園、学校等を通じて定期的に福祉制度や支援策等に関する情報提供を行う 

10．保育所、幼稚園、学校等で具体的な助言等が受けられるようにする 

11. 病院を通じて定期的に福祉制度や支援策等に関する情報提供を行う 

12. 病院で具体的な助言等が受けられるようにする 

13．乳幼児健康診査を充実させる 

14. その他（                                     ） 

15．特にない 
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問 46 あなたは、子育てに関する情報をどこから手に入れますか。 （あてはまるものすべてに○） 

１．自分の親 

３．兄弟姉妹や親戚 

５．近所の人 

７．保育所や幼稚園、認定こども園、学校の先生 

９．行政の窓口、電話相談など 

11．その他の冊子、雑誌など 

13. その他のインターネットの情報 

15. 特にない 

２．配偶者 

４．友人や知人 

６．自治会や民生委員など地域の人 

８．子育て支援センターや児童センター 

10．市の子育て関連情報誌 

12. 市ホームページ 

14. その他（               ） 

 

 

問 47 毎日の生活で感じていることを自由にお書きください。 

 

質問は以上です。 

この調査票と、お子さんの回答の入った「子ども用封筒」を返信用封筒にま

とめて入れ、ポストに投函してください。 

ご協力いただきありがとうございました。 


